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(4) 2005 年実施。詳細は、http://www.npo-shoken.or.jp./activity/kyoiku-tyosa.html 参照。 
(5) 前掲、実態調査より。 








2.1 節では、同教材の柱の 1 つ「みんなで体験！株式会社とお金のしくみ」を用いた「株式
会社の経営模擬体験」の授業例を取り上げる。提供された教材に、教師の側も混乱している様
子を指摘する。 















(9) この教材は 2 つのコースが提供されている。1 つ目は、「みんなで体験！株式会社とお金のしくみ」と
いう名称の、「株式会社の経営や投資家などの立場を模擬体験することにより、現実の経済の動きや市場の
機能などを一層理解することを目的とした体験型教材」である。 
 2 つ目は、「株式学習ゲーム」である。これは、「仮想所持金（1000 万円）をもとに、現実の株式売買と
同様に実際の株価（終値）に基づいて株式の模擬売買を行うシュミレーション教材で」ある。 
 詳細は、「証券クエスト」のうち「学校教材コーナー」参照。 


































1 年間で教科書 1 冊をすべてやりきるという条件の中で、株式会社のことばかりに 10 時


















































 具体的には、前者は、産業構造の高度化を理解させる。日本の主要産業が、歴史的に、第 1 次産







2.2 かなり高度な教育内容――「株式学習ゲーム」を採用した授業例その 1 

















1 オリエンテーション（1 年間の学習計画・グループ編成） 
2－3 株式学習ゲーム－導入編－ （1）新聞情報の見方 

















23-25 株式学習ゲーム－実践編－ 株式学習ゲーム感想文を作成する。 
26-30 株式学習ゲーム－実践編－ テーマ学習：企業の自由競争 
（1）ビデオによる学習 
「100 人の 20 世紀」より･･･レイ・クロック 
「知ってるつもり」より ･･･井深大 
（2）公正取引委員会出前授業 








































－ 9 － 
注 
(12) 例えば、帝国書院（2010）『社会科 中学生の公民――地球市民をめざして』初訂版、東京書籍（2010）
『新編 新しい社会 公民』など。 
 
 
2.3 面白さを強調する危険性――「株式学習ゲーム」を採用した授業例その 2 
前節と同様、「株式学習ゲーム」を用いた授業例を、以下に引用する。鹿児島県の公立中学校















◆2006 年 6 月 13 日に購入した銘柄の株価、株数及び銘柄を選んだ理由 
（チーム名：株式タイガース） 
トヨタ 200 株 （トヨタは車の会社で一番いいから） 
阪神 2,000 株 （阪神はよく聞くから） 
コカセントラ 20 株 （コカセントラはこれから暑くなるから） 
アサヒ 200 株 （アサヒはこれから暑くなってビールが売れるから） 
阪急 HD 1,000 株 （阪急 HD はテレビでよく聞くから） 
（チーム名：タイセイ） 
アサヒ 200 株 （アサヒ、キリン、コカセントラは、夏になり飲み物が大量に 
売れると予想して選んだ） 
キリン 1,000 株 
－ 10 － 
コカセントラ 50 株 









































































































リ頭の子ども、犬、猫をイラストにして、「Q1 お札のせいしきな名前はどれ？」「答えを 1 つ































































(14) ibid. p.186 
(15) ibid. p.76 
(16) ibid. p.76 第 3 章 2 節タイトル 
(17) ibid. p.81 第 3 章 3 節タイトル 

































































－ 17 － 
注 
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